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◆ 開 会 「点鐘」
◆ 国歌斉唱・ロータリーソング「270０のマーチ」
◆ お客様・ビジターご紹介
◆ 会長の時間
◆ 幹事報告・委員会報告
◆ 広報・IT委員会
◆ 閉 会 「点鐘」

国際ロータリー第２７００地区行橋みやこロータリークラブ

【会長の時間】第 25回

皆様、こんにちは。

コロナ第 3 波の全国

的な流行による緊急

事態宣言により、例

会が開催できないま

まですが、皆様方、

お元気でしょうか？

先週、1 月 27 日は職業奉仕賞を行橋消防署救急隊に

授与するために、会長の私、副会長の竹本さん、幹事

の山口さん、職業奉仕担当理事の工藤さん、職業奉仕

委員会委員長の秋山さん、広報・IT 委員会委員長の

二十二委員長、そして事務の中村さんの総勢 7名で消

防署に参りました。詳細は二十二さんが、わがクラブ

のホームページと FB サイトにアップしてくださって

いますので、是非ご覧ください。毎日新聞、行橋市市

報にも取り上げていただき、なかなかタイムリーな企

画だったと自負しております。さて、2 月 3 日は、本

来なら広報・IT 委員会の外部卓話の予定でした。休

会中も週報だけは発行するという会長方針でしたので、

今回は、先日、リモートで参加した RLIについて、ちょっ

と触れてみようかと思います。RLI とは、Rotary Lea

dership Institute 、すなわち、ロータリーリーダー

シップ研究会の略で、1992年、アメリカ、ニュージャー

ジー州で元 RI 理事のデビッド・リンネット氏の発案

で始められた研究組織のことです。ロータリアンの知

識を啓発し、将来のロータリークラブの指導者を養成

するための多地区合同プログラムで、現在、世界の８

０％近い地区が参加しているそうです。日本で最初の

RLIセミナーは2008年 11月 1日、2830地区より始まっ

たとのことです。具体的には、DL すなわち、 Discus

sion Leader から与えられたテーマに関して参加者

同士で議論を交わすことで、ロータリーに関して色々

な角度から考える機会を得て、参加者個人個人が新た

な気づきを得る場であり、そこには色々なクラブが持

つ多様性を認め、自クラブの状況を客観的に見ること

でクラブのさらなる可能性を見出していただき、最終

的にはクラブの将来のリーダーを育てる目的がありま

す。また新会員にも他クラブの方々と意見交換するこ

とで、広い視野を持った会員に育てることが出来、ひ

いては、このような刺激が入会歴の浅い会員の退会防

【広報・ＩＴ二十二豊委員長活動方針】

当委員会は、マスメディアやインターネットを媒体として、ロータ

リークラブの活動内容や存在意義を広く一般社会の人々に発

信し、理解や共感を深めていただくことを活動方針としたい。こ

れは同時に他クラブや地区への発信となる。また、クラブ内部

に向けては、IT利用率の向上を促してゆきたい。

２ 月 は 平 和 模 索 と 戦 争 予 防 月 間本 日 の プ ロ グ ラ ム

「新しいロータリーは機会の扉を開く 」

2020‐2021年度 第2700地区
ガバナー古賀 英次

「みんなでロータリーを楽しもう！」
2020‐2021年度 行橋みやこロータリークラブ

会長 内田 克彦

◆ 2月10日(水) ICS委員会

◆ 2月17日(水) 会員増強委員会

◆ 2月24日(水) 職業奉仕委員会
◆ 3月 3日(水) 会報雑誌委員会
◆ 3月10日(水) 青少年育成委員会

◆ 3月17日(水) 姉妹クラブ委員会
◆ 3月24日(水) プログラム委員会

例 会 予 定

会員数：５７名 メークアップ： 名
欠席者： 名 出席率 ％

お客様 ：

有門功太郎Ｒ（4日）・竹林博幸R （5日）
松山貞徳R (19日) ・ 増田淳治R (20日)

山口友美様 (13日)・渡辺瑞恵様 (17日)

出 席 報 告 2 月 の お 誕 生 日

●会 長・・・・・・・・ 内田克彦
●副 会 長・・・・・・・・ 竹本一美
●幹 事・・・・・・・・ 山口剛志
●会報雑誌委員長・・・ 山本道治
●URL : https://ym-rotary.club/

●創 立・・・1984年4月3日
●例会日･･･水曜日（12：30～13：30）
●例会場･･･京都ホテル Tel ０９３０-２３-１８００ 行橋市宮市町９－１８
●事務局･･･ 〒824-0005 行橋市中央１丁目９－５０(行橋商工会議所 別館１階）

TEL０９３０-２５-０６５５ FAX０９３０-２５-５７００ E-mail：y-miyako@eagle.ocn.ne.jp
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お経にはそれがお経であることの必須条件があります。

「六事成就」といいます。

聞（もん）成就＝「私（弟子）はお聞きしました」

信（しん）成就＝「このように」

時（じ）成就＝「あるとき」

主（しゅ）成就＝「お釈迦様が」

処（しょ）成就＝「どこで」

衆（しゅう）成就＝「誰に向かって」

あれあれ、これはほぼ「5W1H」じゃありませんか！つ

まりお経は弟子が記者になってお釈迦様のご説法を記

事にした「仏教広報記事」なのです。2500年前のイン

ドに既に優れた「広報」があったことになりますね。

近 隣 Ｒ ・ Ｃ へ の メ ー ク ア ッ プ の ご 案 内
月 曜 日 ･ ･ 小 倉 中 央 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」
火 曜 日 ･ ･ 行 橋 Ｒ .Ｃ 「 み や こ ホ テ ル 」
火 曜 日 ･ ･ 小 倉 南 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」
水 曜 日 ･ ･ 田 川 Ｒ .Ｃ 「 ザ ・ ブ リ テ ィ ッ シ ュ ヒ ル ズ 」
水 曜 日 ･ ･ 小 倉 東 Ｒ .Ｃ 「 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 小 倉 」
木 曜 日 ･ ･ 豊 前 Ｒ .Ｃ 「 ニ ュ ー い ず み 」
金 曜 日 ･ ･ 苅 田 Ｒ .Ｃ 「 パ ン ジ ー プ ラ ザ 」
金 曜 日 ･ ･ 小 倉 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」

金 曜 日 ･ ･ 豊 前 西 Ｒ .Ｃ 「 築 上 町 リ サ イ ク ル プ ラ ザ 」
土 曜 日 ･ ･ 福 岡 城 東 Ｒ .Ｃ 「 ホ テ ル 日 航 福 岡 」

四 つ の テ ス ト
言 行 は こ れ に 照 ら し て か ら

1 、 真 実 か ど う か
2 、 み ん な に 公 平 か
3 、 好 意 と 友 情 を 深 め る か
4 、 み ん な の た め に な る か ど う か

ニコニコBOX

１月１3日の合計2４，０００円

累 計 5４８，000 円

お知らせ

木村Rの事業所の住所が変更になりました。

〒824−0005

福岡県行橋市中央２−８−２５

第1G、.２月の例会変更

行橋ＲＣ ： 2月9日(火)→休会（緊急事態宣言対応）

2月16日(火)→休会（緊急事態宣言対応）

2月23日(火)→休会（祝日のため）

田川ＲＣ ： 2月10日(水)→休会(緊急事態宣言対応）

2月17日(水)→休会（緊急事態宣言対応）

2月24日(水)→休会（緊急事態宣言対応）

3月3日(水)→休会（緊急事態宣言対応）

苅田ＲＣ ： 2月12(金)→ 休会（緊急事態宣言対応)

2月19(金)→休会（緊急事態宣言対応)

2月26(金)→休会（緊急事態宣言対応)

3月 5(金)→休会（緊急事態宣言対応)

豊前西ＲＣ ：2月5日(金)→休会（緊急事態宣言対応）

2月12日(金）→休会（緊急事態宣言対応）

2月19日(金)→休会（緊急事態宣言対応）

2月26日(金)→12時～12時半(短縮例会)

弁当持ち帰り

ニコニコBOX
内田克彦Ｒ：コロナの馬鹿野郎!

山口剛志Ｒ：明けましておめでとうございます。

秋山高広Ｒ：良い人誕生日のお祝い、ありがとう

ございました。

秋吉憲治Ｒ：新年あけましておめでとうございま

す。誕生祝い、ありがとうございました。

有門功太郎Ｒ：黒水R、卓話有難うございました。

竹林R、お弁当ありがとうございます。

大久保正信Ｒ：「冬来たりなば春遠からじ」寒さ

の中、春を待ちましょう。

岡﨑慎一Ｒ：通常例会が早く行える事を願います。

木村謙一Ｒ：この度は、診療所新築に際しお祝い

を頂戴し誠に有難うございました。

まだまだ新型コロナウイルス感染の収束には時間

がかかりそうで、その対応のために通常例会に出

席できずにおりますことをご了承ください。今後

も地域医療に微力ながら貢献しロータリアンとし

て恥ずかしくないよう精進いたしますのでよろし

くお願い致します。

進 晶和Ｒ：良い人誕生日のお祝い、ありがとう

ございます。

竹林博幸Ｒ：お弁当の注文、ありがとうございま

した。

竹本一美Ｒ：コロナに負けない様、皆さん！がん

ばりましょう。

田中聰樹Ｒ：コロナ、コロナといつまで続くのか

な？今年も負けずに頑張りましょう。

長尾浩央Ｒ：RCが提唱しないRACが発会したと

月信見開きにアピールされています。大変おめで

たい事ですね。私がローターアクターなら心底ご

免蒙りますが！

藤嶽裕司Ｒ：黒水R、お疲れ様でした。

米原 宏Ｒ：本年もよろしくお願い致します。
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止に効果があると考えられています。私はと言えば、z

oomを使ったリモートはわが人生初めての経験でありま

した。恐る恐る与えられたパスワードを入れると、意

外にあっさりと会議に参加することが出来ました。パ

ソコンのディスプレイには各参加者の顔が写し出され、

リアルタイムでロータリーに関するいろんなテーマに

関して、DLからの巧みなリードで、他のクラブの参加

者と意見を交わすのは、なかなか新鮮で愉しい時間で

した。もう20年間、職場の壁に4つのテストを掲示して

いると言うと、びっくりされたり、（うちのクラブでは

当たり前のことだと認識しています）、年末に内川選手

を招いて少年野球教室を開催すると言うと羨ましがら

れたり、RLIの最後にはすっかり顔見知りになった出席

者と地区大会でお会いしましょうと口々に言って終了

しました。他のクラブの方々と自宅に居ながらにして、

親しく交流できるのは大変貴重な体験でした。以上の

経験から、主催者側は会場の設営費用が掛からない、

演者の交通費がかからない、参加者側はわざわざ出か

けていく手間がかからない、昼休みにはビールもこっ

そり飲めるといういわばウィンウィンのzoomリモート

という手段は、アフターコロナの時代になっても、必

ず残っていく手段だと確信しました。コロナの時代と

なって、殆ど講演ができなくなり、半ば失業状態にあっ

た私の家内も、最初は聴衆の反応がわからないとか言っ

てリモートを毛嫌いしておりましたが、IT音痴の私の

成功体験を見て、自宅に居ながらにして講演ができる

リモート講演を始めました。私はコロナ禍の中にあっ

ても、ロータリーは不滅だと確信しています。そうで

す、一人一人がロータリアンとして出来ることを粛々

とやっていくだけで良いのです。まずは、週報を途切

れることのないように発行できるように、関係の会員

の皆様の投稿を切にお願いして、筆を置きます。

職業奉仕委員会 委員長 秋山高広Ｒ

国際ロータリーは1月を

「職業奉仕月間」と定め

ています。当クラブ「職

業奉仕委員会」では毎年

1月、職業を通じて地域

社会に多大な貢献をされ

ている方々を表彰する活

動を続けています。本年は、コロナ禍の厳しい状況の

中、昼夜を問わず市民のいのちを守り続ける行橋市消

防本部の救急隊の皆さんに「優良職業奉仕賞」を贈呈

することが決定いたしました。2021年1月27日、行橋市

消防署において表彰式が執り行われました。「第一小隊

第一救急分隊」の出口綾人分隊長、「第一小隊第二救急

分隊」の花岡洋平分隊長に、当クラブ内田克彦会長か

ら表彰状が手渡されました。また、副賞として感染防

止資機材一式の目録を髙橋一文消防長に贈呈させてい

ただきました。

内田会長は「毎日10件近くの

出動は目の回る忙しさかと思

われます。新型コロナウイル

スの感染者が急増する中、感

染リスクを背負いながら対応

に当たる隊員の皆様方の心身

にわたる御苦労は如何ばかりかと推察いたします。」と

挨拶をされました。

行橋消防本部(署) 第1小隊救急第1分隊

分隊長 出口綾人 様

行橋消防署、第１小隊救急

第１分隊、の出口です。

本日は名誉ある賞を頂き誠

にありがとうございます。

救急隊を代表してお礼申し

上げます。このような賞を

頂けたのは全救急隊員の日々の努力はもちろん、他の

職員のサポート、なにより市民の皆様のご理解があっ

ての事と思っております。今後も更に精進を重ね、市

民の皆様に万が一の事があった際にはその知識技術と

情熱をもって還元できるよう励んでまいります。さて、

近年毎年のように全国各地で豪雨等による災害が発生

しております。大災害発生時に全国の消防組織から災

害地に派遣される緊急消防援助隊というものがありま

す。当消防本部も平成23年の東日本大災害、平成28年

の熊本地震、令和2年7月豪雨の際には被災地で活動を

行いましたが、そこに目にしたのは日常からはとても

想像できない悲惨な光景ばかりでした。「自助・共助・

公助」という言葉を耳にした事があると思います。災

害発生時直後の状況下で、要求助者者が多数いる場合、

「公助」だけでは救助・援助する側人では到底足りませ

ん。この時、必要不可欠となるのは自ら守る「自助」

と近隣で助け合う「共助」です。ロータリーの使命は

「職業人と地域社会のリーダーネットワークを通じて、

人々に奉仕し、高潔さを奨励し、世界理解、親善、平

和を維持すること」であると拝見しました。この地域

で災害が発生した際には行橋みやこロータリークラブ

の皆様が地域社会のリーダーとして「共助」の中心的

役割を担って頂けると「公助」の役割を担う私たち消

防職員にとってこれほど心強いことはありません。是

非、手を取り合って地域で社会に貢献できたらと思い

ます。

はなはだ簡単ではありますがお礼の挨拶とさせて頂き

ます。本日は誠にありがとうございました。

職業奉仕賞

2021年1月27日(水)

第１８００回 Week Report 令和３年２月３日 №22

3

行橋消防本部(署) 第1小隊救急第1分隊

分隊長 花岡洋平.様

この度、このような賞を

頂き、誠にありがとうご

ざいます。昨年、初めよ

り、新型コロナウイルス

感染症が世界中で流行し

日本でも社会情勢を揺る

がす状況が現在もまだ続いております。その中で医療

のいったんを担う救急業務において消防本部職員一丸

となって感染症拡大の防止、また新型コロナウイルス

感染症に羅患された傷病者、疑いのある傷病者への対

応を行っております。新型コロナウイルス感染症流行

前からスタンダードプリコーションの徹底は行ってお

りましたが、コロナ禍において更に強化して現在の救

急活動に従事しています。感染防護衣(上下衣)の着装、

N-95マスク、手袋、ゴーグルの装着、傷病者を搬送し

帰署してから全てにおいて、救急車内のオゾン殺菌、

新型コロナウイルス感染症確定傷病者の搬送の際には、

しっかりと関係者に説明と同意を頂き不安を取り除い

た上で、アイソレーター(陰圧式患者搬送用器具)にて、

搬送を行っています。まだまだ終息の兆しが見えない

状況ですが、市民の方の安全・安心を提供できるよう

努力していきたいと考えております。

【本日のプログラム】２月３日

広報・IＴ委員会 委員長 二十二 豊Ｒ

広報について

広報について具体的に必要な

のは記事や映像です。記事の

基本は5W1H。下記の順番で整

理して書いていきます。

① When … いつ（時間）

② Where … どこで（場所）時間と場所を明確にして、

伝達内容にピントを合わせます。

③ Who … 誰が（主体）④ What … 何を（物・行動）

主体と対象を明示して、「結論」を先に明らかにしま

す。⑤ Why … なぜ（理由）⑥ How … どのように

（手段）

最後に「結論」に至るまでの「過程」を説明していき

ます。5W1Ｈを基本として、当事者のインタビューや

感想を織り交ぜ、写真や動画を添えれば、より伝わり

やすいものになるでしょう。

さて話は変わりますが、ジャーナリズムの世界では

「報道には記者の主観を入れるな」「客観的事実のみ

記事にせよ」という基本があるといいます。「偏向報

道」はやはり問題でしょう。しかし、実際には同じ事

実を伝えるのに新聞やテレビ各社で色彩が違ったもの

になります。

そこで思うのですが、果たして「客観的事実」なるも

のがそもそも存在するのかと。無色の眼をもつ記者は

いないわけで、それぞれの「主観」による選択によっ

て事実が切り取られていることは言うまでもありませ

ん。また、日本ではNHKを除いて「商業報道」が基本

ですから、スポンサーが不利になるような記事は書く

ことができません。「客観」も「事実」も「主観」や

「立場」によって選択されるものです。ですから、当

クラブの広報記事は思いっきり主観に満ちたものにし

ていきたいと思っています。なるべくクラブの対外イ

メージが上がるような広報を心がけていきたいと思い

ます。突然ですが、私は僧侶なので「お経」のことに

触れてみたいと思います。そもそもお経には何が書か

れているかというと、お釈迦様のご説法が書かれてい

ます。お弟子たちが、お釈迦様亡き後、何度も集まっ

て「あの時はこうおっしゃった」とか「あそこでこう

お聞きした」と確かめ合いながら編集会議を重ねてま

とめられたのが「お経」です。

また「対機説法」といって、その人その人が抱えてい

る問題に応じて説かれたので、いろんな傾向の教えが

説かれています。どのお経を選ぶかで宗派が分かれま

すので、宗派の「宗風」はずいぶん違うものになりま

す。私が飲み会でよく酒を飲むのも他宗の人が見ると

「けしからん」と思われるかもしれません。笑笑笑


